
令和５年度
１２月補正予算の概要

令和５年１１月２０日



補正後の予算額

令和５年度一般会計１２月補正予算の概要

１，１７８億４，０２４万円

補 正 額

補正前の予算額 １，１７４億６，８７３万円

３億７，１５１万円

【対前年度同期比較 ３億３，２７１万円の減（△２．７％） 】



１０９万円
１か月児無料健康診査事業

こども・子育て政策の推進

令和５年度一般会計１２月補正予算 主な事業

対象者

健診費用

令和６年１月１日以降に出生した
生後１か月から２か月までの乳児（見込者数２７４人）

１回限り無料

※市内での受診は、津地区医師会、
久居一志地区医師会等と委託契約を締結し
協力医療機関で実施

※里帰り等で、市外・県外で受診した場合、
４，０００円を上限として助成

健診内容 問診、診察、身体計測、育児相談

令和６年１月から無料健康診査を実施



３，０２０万円
小中学校大型テレビ更新事業

大型テレビの更新及び追加配置

令和５年度一般会計１２月補正予算 主な事業

デジタル教科書の導入などにより、今後さらに
活用が見込まれる大型テレビの計画的な更新
及び配置基準による特別教室等への追加配置

既設大型テレビの更新 ７０台
特別教室等への追加配置 ５９台

既設大型テレビの更新 ４９台
特別教室等への追加配置 ２２台

小学校

中学校



９，０６３万円

建設発生土処分地整備事業

河芸町上野地内の建設発生土
処分地整備に係る公有財産購入費、
管理事務所の敷地造成工事費等

１，５４１万円
河芸町島崎町線（第３工区）道路新設改良事業

県が施工する河芸町島崎町線及び津海岸御殿場線の測量、
道路詳細設計等に対する負担金

公共工事による建設発生土の処分地整備

令和５年度一般会計１２月補正予算 主な事業

河芸町島崎町線（第３工区）の早期事業化に向けた取組

処分地

造成地

用地購入面積 ７０，６９８㎡
敷地造成面積 ２，６００㎡



令和５年度一般会計１２月補正予算 主な事業

令和５年度から
令和６年度まで
継続費
総額１億３，５６３万円

一志学校給食センター
長寿命化改修事業

塗床改修、屋上防水改修等の
長寿命化改修工事費に係る継続費

年度 年割額

令和５年度 －

令和６年度 １億３，５６３万円

計 １億３，５６３万円

«継続費»

学校給食センターの長寿命化

令和５年度から
令和６年度まで
継続費
総額７，４０３万円

高茶屋出張所移転改修事業

高茶屋市民センター改修工事費、
駐車場整備工事費に係る継続費

高茶屋出張所を高茶屋市民センター内に移転

年度 年割額

令和５年度 －

令和６年度 ７，４０３万円

計 ７，４０３万円

令和６年９月供用開始予定

«継続費»



令和６年度
債務負担行為

１，２２４万円

医療費助成システム改修事業

こども・子育て政策の推進 【債務負担行為】

令和５年度一般会計１２月補正予算 主な事業

人件費

実績見込み及び人事院勧告に伴う給与改定による人件費調整
２億４，４３２万円

人件費の調整

・子ども医療費助成の受給資格における所得制限を撤廃
・未就学児のみを対象としている窓口無料を小・中学生まで拡大
・妊産婦医療費助成の受給資格における所得制限を撤廃、
本人負担額（1,500円）を廃止、窓口無料化

拡充内容

令和６年９月からこども及び妊産婦の医療費助成を拡充する
ことに伴うシステム改修



イメージ

M.O.Aの運用を開始
Move Over Ambulance (機動的救急隊)

～救急空白地域の発生を防ぐために～

１２月１日から



創設の背景

増加する
救急件数（年間）

令和４年

１７,５８９件 （過去最高） 前年比２０％増
令和５年も高い水準で推移（１１月１日時点前年同月比７０６件増）

時間帯による
救急需要の割合

日中（８：００～１７：００）が５１％で半数以上
救急要請が重なると救急空白地域発生のおそれ

高齢化 救急搬送の約６３％が６５歳以上の高齢者
今後も高齢化が進展し、救急需要の増加が懸念

働き方改革
育児等の理由で２４時間勤務が困難な救急救命士や
定年引上げ職員の効果的な活用が必要

体
制
強
化
が
急
務

新たな救急体制を検討



これまでの取組

■ 増加する救急需要への対応

■ 救急業務高度化の推進

平成２５年度

令和元年度

令和２年度

平成２５年度 ・ 救急件数の多い中消防署での救急車２台運用開始

・ ３病院による循環器輪番体制の構築

・ 全救急車に１２誘導心電図伝送システムを搭載
救急現場から医療機関へ１２誘導心電図を伝送することで、病院到着から治療完了
までの時間が３０分程度短縮。重症化が防止でき、救命率が向上

・ 救急ボイストラ (救急隊員用多言語音声アプリの導入)
１５の言語に対応した音声と文字による外国人傷病者との円滑なコミュニケーションが可能となり、
外国人旅行者などを症状に適した医療機関への搬送が可能に(使用実績：２０件)

・ 自動心肺蘇生器の導入
機器を使用することで、長時間の活動や狭い場所等でも適切な胸骨圧迫の継続が可能
となり、救急隊員等への感染リスクが低減（使用実績：令和３年９回、令和４年１５回）



M.O.Aの試験運用

CASE 一志町高野地内での救急事案（令和５年１０月）

久居消防署

白山消防署

救急現場

現場まで

約１５分

現場まで

約９分

熱中症等による救急件数の増加を見据え、

令和５年８月からMove Over Ambulance（M.O.A）の試験運用を開始！

一志分署の救急隊が出動中であり、
久居消防署の救急隊も出動中であっ
たため、白山消防署の救急が出動す
るところを試験運用中のＭ.Ｏ.Ａが、
久居消防署から出動

現場到着までの時間が

約６分短縮



M.O.A運用に向けての流れ

令和５年８月１日

令和５年１１月３０日

～

• M.O.A試験運用に係る効果の検証

• 救急隊の活動訓練・運用調整

• 専用救急車の準備

（外観の区別化）

令和５年１２月１日
Move Over Ambulance

（M.O.A）運用開始
イメージ
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M.O.Aの特徴①

１ 市内全域に出動

▶ 救急空白地域の発生を防ぐために、
機動的に展開できる久居消防署（市域の中心）へ配置

多発地域

久居消防署

遠隔地域

遠隔地域

イメージ

（件）



M.O.Aの特徴②

２ デイタイムに運用

▶ 一日の救急件数の過半数を占める、日中の時間帯
（８：３０～１７：１５）に運用

３ 多様な働き方への対応

▶ 育児等により、２４時間勤務が困難な救急救命士も
救急現場に！

▶ 今後、定年引上げ職員を配置することにより、
豊富な経験・技術を現場力へ！



M.O.Aの運用により期待される効果

▶ 救急体制の維持向上

▶ 救急隊員の適切な労務管理（救急隊員の活動時間の短縮）

▶ 救急現場へ到着する時間の短縮

▶ 職員のライフステージに応じた配置

１ 救急車の機動的な移動配備

２ 救急隊の増隊

３ 効果的な職員配置



M.O.A専用救急車

久居消防署の救急車２台のうち１台を

M.O.A専用救急車として運用

イメージ

•白山消防署１台

•一志分署 １台

•美杉分署 １台

•北消防署 ３台
（１台はワークステーション車）

•河芸分署 １台

•芸濃分署 １台

•中消防署 ２台

•西分署 １台

•安濃分署 １台

津市の救急車

全１６台

•久居消防署 ２台

•南分署 １台

•美里分署 １台



問い合わせ

津市消防本部消防救急課

〒514-1101 津市久居明神町2276番地

ＴＥＬ：059-254-1600

ＦＡＸ：059-254-1607 

M.O.A車体イメージ

ブルーのラインのM.O.Aが出動しているときは市内

で救急出動がひっ迫している可能性があります！

救急車の適正利用にご協力をお願いします！

市民の皆様へ

一般の救急車車体イメージ
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